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院生になった 1976年は大学院創成期で，初めて Mlから D3までの学年がそろった年でした。霊長研設
立の 1967年から， 大学院帝IJ度がはじまる 1972年までに5年の遅れがありました。入学してから，この遅れ
の背景には研究所に大学院生や大学院教育が必要かという議論があったことを聞きました。また，入学して
みるとそもそも 「霊長類学jなる学聞は存在するかという議論が教員や先輩のあいだでしきりに交わされ，
はじめは面食らいそして議論に参加し霊長研の活力を感じるようになりました。多くの院生たちは「霊長
類学」はこれから倉ljるものだと認識していました。教員や院生の考えは多様で，隔でなく議論できたことが
楽しい思い出です。しばらく進路に迷い集団遺伝学研究をはじめました。当時研究所は各地のニホンザル
生息地で捕獲調査をしていました。生態，行動，形態， 生理，病理， 生化学が専門の内外の研究者たちと調査
隊を組み会頻繁にフィールドを巡るうちに，自然と技術や考えが習得できました。
理学研究科院生として真理の探求という目標に向けはじめた私の集団遺伝学研究は，卒業し農学部へ就
職したことで転機がきました。名古屋大学農学部家畜育種学教室に入ると，霊長研と別世界が待っていまし
た。大所帯の研究室で刺激を受け，大学や研究 ・教育を考え直すことができました。幸いに就職先では周囲
の理解をいただき，霊長類研究が続けられました。また，新任地ではじめた在来家畜研究を通じ，動物と人
聞や文化への興味が膨らんでゆきました。縁あって 1990年に霊長研へ具動することになりましたが，その
後も家畜研究は退職まで続けることになりました。
霊長類研究では，霊長研入学時から指導教員の野津謙先生z庄武孝義先生をはじめ，たくさんの方にお世
話になりました。野？畢先生が着手されたニホンザノレの集団遺伝学研究は，自分のライフワークになりまし
た。野津先生たちの成果をもとに，ヱホンザルの成立過程につき新仮説を提示できたことは貢献になったと
考えています。この展開では，日本各地で活躍するたくさんの方に協力いただきました。フィーノレドを意識
し実験することで真理を探求するという学問のやり方を自分の財産にできたことに感謝しています。
創成期の研究所とくらべると，現在はいろいろな意味で隔世の感があります。大学の環境は法人化以降大
きく変化しました。『霊長類学」なるものはあるかと議論をしていた自分もいつからか講義や実習でため
らいなく『霊長類学jと口にするようになり 私たちの進める研究が「霊長類学Jだと自負すると ころもあ
ります。一方，変わらないこともあります。長きにわたり居心地よく，楽しく研究ができたのは霊長研が初
めから多様な人材を受け入れ，時代の変化にもうまく適応しながら研究と教育の拠点を運営，発展させて
きたからです。特に，この研究所の共同利用 ・共同研究は私にとってとても大事な機会をたくさん与えてく
れました。現在では園内だけでなく国外へもこの活動は広がり 霊長研の存在意義をさらに強固にしていま
す。霊長研は 2018年度に国際共同利用 ・共同研究拠点化へ応募しこうした活動をさらに発展させるとう
かがっています。この動きを加速するとき霊長研が積みあげてきた経験なかでも自国の野生霊長類ヱホ
ンザノレの研究 ・教育経験が役立つことを房長し、ます。
程、はエホンザルの成立仮説を考えるなかで先輩との自然観のちがいを意識するようになりました。平衡
状態を前提に観る自然だけでなく 動的な自然の姿を考える研究も大事ではなし、かという意識です。そう考
えはじめたときに，ヱホンザルと外来種の空雑問題に直面しました。また，国の野生鳥獣保護管理の方針転
換で＼ヱホンザ／レとの共存の在り方を変える時代に突入しました。こうした変化から，基礎研究だけでなく 3
それを応用した野生ヱホンザ／レの保全遺伝学研究の必要性を感じるようになりました。もはや人聞の影響
を受けない地球環境などないという考えが広まり，それを反映した地質年代の用語「人新世Jも流布されて
います。私の行ってきた霊長類研究は今後何の役にたつのかと問うとき，外来種問題や人との共存の在り方
が，身近で大事な研究課題になることは疑いありません。そして， 野生霊長類ニホンザルをもっ日本は，ま
さにこうした課題へ積極的に取り組むべき状況だと思います。アジアをはじめ霊長類原産国には日本と共
通するこうした問題に悩む国がたくさんあります。これからの研究では，ぜひこうした状況も視野に入れな
がら研究を倉ljり，その成果を還元してくださるよう庫品、ます。
情報技術や人工知能の発達で社会の仕組みが変わりつつあります。大学や研究所の使命も同様です。デ
ータ分析，体系的な操作，特別なスキルや知識が不要な仕事や職業は，入手から機械に頼ることが多くなり
ます。一方で，他人との相互理解，受捗s 協調，サービスを通じて抽象的な考えを整理し創生する仕事や職
業は，今後も機械に肩代わりさせにくいと考えられています。こうした変化の時代に，これから「霊長類学」
の研究所はどういう道に向かうのか，希望と不安の混じった気持ちです。こうしづ時代に思い返すと，私が
倉lj生期に経験したスタートラインに立つという意識をもつことが大事だと思います。現在「霊長類学」はあ
るといえばあるのでしょうが，その学聞はまだこれからも時代や社会の変化を見据えて変化・発展するもの
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であることを願います。
霊長研の更なるご発展と皆様のご健勝，そして一層のご、活躍を祈ります。
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